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改訂履歴 

日付 取扱説明書 No. 改 訂 理 由（内容） 

1992 年 12 月 DRW.NO.294-1041 新規 

1996 年 02 月 DRW.NO.294-1041A ISO に対する書類整理のため 

1996 年 11 月 DRW.NO.294-1041B FN96-2117 による 

1997 年 10 月 DRW.NO.294-1041C FN97-2102 による 

1998 年 06 月 DRW.NO.294-1041D FN98-2036 による 

1998 年 09 月 DRW.NO.294-1041E FN98-2119 による 

1999 年 05 月 DRW.NO.294-1041F 

FN99-2056 による 

―誤記訂正― 

―表紙―「この取扱説明書は環境保護のため再生紙を使用しています。」の文章追加 

2001 年 09 月 DRW.NO.294-1041G 

FN01-02134 による 

―誤記訂正― 

使用温度範囲「0℃ to 50℃」→「-10℃ to 50℃」 

2001 年 12 月 DRW.NO.294-1041H FN01-02188 による 

―変更― 

化熱対策のため、多チャンネル設置の場合、機器間スペース明記を追加。 

2003 年 12 月 DRW.NO.294-1041I 

FN03-02176 による 

-6.オートゼロー 

「外部制御にて状況が変わる場合には、切替時のタイミングを実機で確認すると共に、必

要に応じてタイマー処理にてタイミングを合わせて下さい。」の文章を追加。 

―8.別売品― 

バッテリーバックアップ時間 

「5 年以上～」→「約 5 年～」に変更 

2005 年 04 月 DRW.NO.294-1041J FN05-02035 による 

―追加― 

P6 6-1,6-2「配線色が標準と異なる場合がありますので、ご使用になる変換器の成績書を

ご確認下さい。」 

2006 年 03 月 DRW.NO.294-1041K FN06-02031 による 

―訂正― 

9.外形寸法のパネルカット図の中の穴加工を2-M4タップナット止めの場合φ4.5の穴をあ

ける→2-M3 タップナット止めの場合φ3.5 の穴をあける。 

2010 年 02 月 DRW.NO.294-1041L 

FN10-02026 による 

―変更― 

表紙ロゴ変更 



 

 

2010 年 10 月 DRW.NO.294-1041M 

FN10-02140 による 

―変更― 

表紙ロゴ変更 

2012 年 8 月 DRW.NO.294-1041N 

FN10-02140-D による 

―変更― 

表紙ロゴ変更 

2014 年 5 月 DRW.NO.294-1041O FN14-02050 による 

―追加― 

7-4.付属品「A-F 間、C-G 間ショートバー2個」の一文追加 

2015 年 7 月 DRW.NO.294-1041P FN10-02140E による 

―変更― 

裏表紙追加 

2017 年 4 月 DRW.NO.294-1041Q FN17-02015B による 

―変更― 

リアパネルの端子台変更のため、外形図の差し替え 

2017 年 10 月 DRW.NO.294-1041R FN17-02165 による 

―変更― 

リアパネルの端子台変更のため、外形図の差し替え 

2025 年 5 月 DRW.NO.294-1041S FN25-0088 による 

―追加― 

P11 6-1「ﾂｪﾅｰﾊﾞﾘﾔ使用時は、オートゼロ精度適用外」 

P14 8-2「ﾂｪﾅｰﾊﾞﾘﾔ使用時は、適用外」 

 



 





 























（型式：ＣＳＡ５０３Ｃ－Ｐ９９又はＣＳＡ５０３Ｃ－Ｐ０７－Ｐ９９）

（ﾂｪﾅｰﾊﾞﾘﾔ使用時は、オートゼロ精度適用外）





(ﾂｪﾅｰﾊﾞﾘﾔ使用時は、適用外)



(ﾂｪﾅｰﾊﾞﾘﾔ使用時は、適用外)
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